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要性を訴える目的で e スポーツイベント「The White 










































































































































































































　日本における e スポーツの現状は海外の７〜 10年
遅れであると考えられる。しかしながらこの一年で急
速に発展してきており、その活発な動きは海外に追い
つくまで２〜３年であろうと推測している。
　その根拠としては、国内マーケットが新たな若者向
けコンテンツを求めており、その動きに一番近いのが
e スポーツであることが挙げられる。高額のゲーミン
グ PC やデバイスの販売増やカラオケ、ネットカフェ
に続くであろうと期待される若者を集客する施設の出
現、ネットでの課金ビジネス増などがある。
　しかし、それ以上に若者が e スポーツのプレイや観
戦を楽しみたいという欲求が増大してきていることが
挙げられる。
　それはまさに J リーグ出現前夜の日本の状況と似て
いるのである。J リーグが出来る前のサッカーは国内
ではマイナースポーツの一つであった。当時のスポー
ツシーンは野球が一強で、それに続く人気競技はラグ
ビーやバレーボールなどであった。しかしながら子供
達は「キャプテン翼」の影響で、大人達に見えないと
ころでサッカー少年の数は野球少年と同等、もしくは
それ以上と言われるまでになっていた。ただ、国内メ
ディアが追い付いていなかったので当時、日本では世
界でサッカーのワールドカップがオリンピックに並ぶ
ほどの熱狂を生み出しているとの認識は殆どなかっ
た。このサッカー人口の盛り上がりがその後のメディ
アと上手く連携した J リーグの熱狂を生み出した一因
であることは間違いない。
　それは今の e スポーツの状況そのものである。世界
での熱狂が国内で徐々に知られるようになり、そこに
挑戦する日本人も現れてきている。その姿を追いかけ
る既存メディアも早晩現れるであろう。あと数年で日
本での e スポーツを取り巻く環境はかなり整ってきて
いると考えられる。その時に若者を熱狂させるスター
やチームが生まれることにより J リーグスタート時の
東京ヴェルディのような流れが出来上がるのであろ
う。
　くしくも、日本 e スポーツリーグに第一シーズン参
加チームとして東京ヴェルディが参戦し、首位グルー
プで争っているのは、その姿を彷彿とさせている。
　今後更に多くの業界、関係者を巻き込みながら、e
スポーツの発展に大いに期待して、青少年の育成やア
スリートゲーマーの活躍を後押ししていきたいと思っ
ている。
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